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高濃度オキシダント事象の概況 
 

 平成 21 年度に島根県で観測された高濃度オキシダント（以下、Ox）事象（いずれかの測定

局で Ox 濃度（1 時間値）が 100ppb 以上）は 2 事象あり、その概況は下記のとおりであった。 

 なお、気象状況の解析には、気象庁の天気図や地上気象官署およびアメダス観測データを

使用した。後方流跡線解析は、国立環境研究所地球環境研究センターの「CGER METEX」を

用いて、各測定局の上空 1000m を初期値として三次元法により計算（最高濃度観測時刻から

3 日間遡上）を実施した。 

 

１．5 月 9 日の事象 

この期間の気象状況は、5 月 6～8 日にかけて日本付近は気圧の谷に入り、寒気を伴った低

気圧が四国沖から関東の東海上へ進んだ。その後、8～10 日にかけては、東シナ海上にあっ

た高気圧が日本の南海上へ進み、この高気圧の圏内にあった島根県内は概ね晴れた（図 1（a））。 

5 月 7～11 日における Ox 濃度の経時変化を図 1（b）に示す。7～8 日は県内全 7 局で 70ppb

以下の濃度で推移していたが、9 日は午後から濃度が急上昇し、国設松江、出雲保健所、大田、

江津市役所、浜田合庁の 5 局で 100ppb を超えるなど、全局で 90ppb を超える高濃度を観測した。

特に、国設松江では 22～23 時にかけて注意報発令基準レベルの 120ppb を超え、22 時に期間中最

高の 124ppb を記録した。また、国設松江を含め出雲保健所、大田、江津市役所、浜田合庁の 5

局では光化学反応のない夜間（20 時～翌日 5 時）に 80ppb を超える高濃度を観測した。高濃度

Ox 観測時の地上風向は、益田合庁と安来を除く 5 局は西系の風、益田合庁では北系の風が卓

越していた。安来は明確な傾向が見られなかった。 

期間中最高濃度が観測された 5 月 9 日 22 時の後方流跡線解析結果を図 1（c）に示す。気塊

は、いずれの地点も中国北部渤海湾付近から朝鮮半島北側を通過した後、朝鮮半島東側沿岸

部を南下して島根県に到達していた。 

２．8 月 22 日の事象 

この期間の気象状況は、20～21 日は北海道から朝鮮半島までのびる寒冷前線が南下し、釧

路沖を通って九州北部まで達した。22 日は寒冷前線がさらに南下して九州から関東南部にか

けて停滞し、23 日は東海地方の南海上から関東の東海上にかけて停滞した。22～23 日は、島

根県は前線の北側にあり概ね晴れた（図 2（a））。 

8 月 20～24 日における Ox 濃度の経時変化を図 2（b）に示す。20～21 日は県内全 7 局で

70ppb 以下の濃度で推移していたが、22 日は昼頃から濃度上昇し国設松江と浜田合庁で

100ppb を超えるなど、全局で 80ppb を越える高濃度を観測した。また、国設松江では他局と

異なる濃度変動を示し、午後の高濃度ピークに加えて午前中にも高濃度ピークが観測され、

11 時には期間中最高の 111ppb を記録した。高濃度 Ox 観測時の地上風向は、いずれの局も西

系の風が卓越していた。23 日も、浜田合庁で 17 時に 87ppb を観測するなど国設松江と江津

市役所を併せた 3 局で 80ppb を超える濃度上昇が見られた。 

期間中最高濃度が観測された 8 月 22 日 11 時の後方流跡線解析結果を図 2（c）に示す。気

塊は、いずれの地点も中国北部渤海湾付近から朝鮮半島を通過して島根県に到達していた。 

 

 

表 1．平成 21 年度における高濃度 Ox 事象の概況 

  ＊ 太字下線の測定局は期間中最高濃度観測局を示す。 

NO. 期 間 
Ox 最高濃度お

よび観測時刻 

100ppb 以上が観測 

された測定局 
気圧配置 後方流跡線 

1 H21.5.9 
124ppb 

（9 日 22 時) 

国設松江、出雲保健所、

大田、江津市役所、 

浜田合庁 

低気圧（寒冷）

→移動性高気圧 
大陸方面 

2 H21.8.22 
111ppb 

(22 日 11 時) 
国設松江、浜田合庁 寒冷前線通過 大陸方面 
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図 1(a) 5 月 9 日 21 時の天気図 

 （気象庁天気図 CD より転載） 

開始時刻 ： 2009.5.9  13UT

20°

25°

30°

35°

40°

45°

50°

110° 120° 130° 140° 150°
東経.

北
緯

安来

松江

出雲

大田

江津

浜田

益田

国内各地からの72時間後方流跡線（起点高度1000ｍ）

0
500

1000
1500
2000
2500

061218243036424854606672
遡及時間 (時)

高
度

 (
m

)

図 1(c) 5 月 9 日 22 時の後方流跡線解析結果 

 

図 1(b)  5 月 7～11 日における Ox 濃度の経時変化 
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図 2(a) 8 月 22 日 9 時の天気図 

 （気象庁天気図 CD より転載） 

 

図 2(c) 8 月 22 日 11 時の後方流跡線解析結果 
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図 2(b)  8 月 20～24 日における Ox 濃度の経時変化 

 






